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■顔をあげて 前をみよう                  校長 栗林 昭彦 

 コロナウィルス感染症が収まりません。都の新規感染者が一日一万人を超える日もあり、本校

でも先月には学年閉鎖や学級閉鎖の措置を取りました。３年生が受験シーズンに突入するこの時

期、「うつらない うつさない」をいっそう意識をして生活するよう、生徒には指導をしていきた

いと思います。 

 ３年生は今月が進路選択の山場になります。すでに推薦入試は先月から始まっていますが、合

格発表、入学試験と続き、心の落ち着かないひと月になります。もちろんこれまでの先輩たちも

通り過ぎてきた道ですから、３年生の諸君には何とか乗り切ってくれるよう祈るばかりです。 

 先月、大学入試共通テスト当日の東大前の路上で発生した、高校生による刺傷事件はたいへん

ショッキングなものでした。人の命を救う医学を志そうという生徒が人を切りつけるというの

は、ありうべからざることです。報道を見るにつけ、当該の生徒にとっては「医者」というステ

ータス、もっと言えば「東大理科３類」に入るということが何よりも大切で、人の命を救うとい

う医学の根本の部分を見失っていたように思えます。「医学」という接点をもちながら、コロナに

対応し、夜を日に継いで治療に当っている医療関係者の方たちとは１８０度違う考え方には、何

とも言えない寒々しさを感じます。 

 しかし入学試験に臨む当事者がこのように「入試に受かること」に大きな価値を置いてしまう

傾向は大なり小なりあるものです。実際入試に臨む３年生の皆さんも「とにかく合格したい」と

思っていることと思います。しかし残念ながら、不合格になってしまうことだってありうる。そ

のときに、「入試に受かること」を絶対的な目標としていたら、立ち直れないです。今回の刺傷事

件の高校生も、そういう価値観を強く持っていたのだろうと思います。 

入試はハードルに似ています。ハードル走で、一つのハードルをきれいに跳んだところで満足

する人はいません。いくつものハードルを越えて、ゴールテープを切ることが目的です。一つの

ハードルを倒してしまっても、それでおしまいではない。挽回できるはずです。  

 高校のパンフレットは進学実績に多くの量を割き、新聞には「○○高校 〇名合格」と掲げた

塾の折込チラシがたくさん入る。書店では「子どもを東大に入れました」という親の書いた本が

売れる。どれも「ハードルを越えること」に重きをおいて、ハー

ドル走全体への意識が足りないように感じます。目の前のハード

ルだけを見るのでなく、顔をあげてもっと前を見ていくことこそ

が大切なのではないかと強く思います。 

 刺傷事件を起こした生徒は、ノーベル賞を受賞した（これこそ

大きなステータスかも知れません）山中伸弥先生のこの言葉をど

う思うでしょうか。 

「医者は病気ではなくて人間をみるものです。そうすると医者

というのは卒業した大学では決まらないな、ということはすご

く思います」（「山中教授、同級生の小児脳科学者と子育てを語

る」（講談社 α 新書）から 

 残念ながらこのコロナ禍で、入試に臨む、また発表を終えた３

年生にお話する機会がありません。機会があったらこんな話をし

てやりたいなと思っていました。結果はどうであれ、一つのハー

ドルを越えたに過ぎない。さらに前に続く道を、顔をあげて見て

いく生徒たちであってほしいと思います。 
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■SDGｓの学習を進めています 

 スキー教室が中止になり時数に余裕ができたた

め、１，２年生ではＳＤＧｓにかかわる学習を当初

の予定より丁寧に行っています。学校図書館の活用

に力を入れている本校としては、安易なネット検索

でなく、しっかり文献に当たり、正しく引用したり

しながら自分の考えを構築していく力を付けさせた

いと考えています。中央階段付近の掲示板には

「LibraryNavi」が掲示されています。ＳＤＧｓの１

７の目標それぞれに関連する本や図書室での調べる

場合の調べ方のヒントなどを記したパンフレットを

目標ごとに分けて、張り出したものです。パンフレ

ットは自由に持って行けるので、生徒は自分の調べたい目標に合わせ、活用できます。学習の質を

高めていくためには、こういった環境整備も重要です。 

■２月の主な予定  

 本日の段階で、２月１３日（日）まで、都では「まん延防止等重点措置」が取られています。

予定していた１年生の川越校外学習、I 組の宿泊行事も中止としました。その他の行事等について

の変更の予定はありませんが、今後の感染状況による変更もありうるかと思っています。変更に

ついては配布物、一斉メール等でお知らせをいたしますが、十分ご注意くださいますようお願い

いたします。 

 

日 曜  学校行事等 I 組 
給食 

1 2 3 Ｉ 

1 火    〇 〇 〇 〇 

2 水  都立推薦発表  〇 〇 〇 〇 

３ 木    〇 〇 〇 〇 

４ 金  専門委員会  〇 〇 〇 〇 

５ 土        

６ 日        

７ 月  生徒朝会  〇 〇 〇 〇 

８ 火  新入生保護者説明会  〇 〇 〇 〇 

9 水    〇 〇 〇 〇 

10 木  私立高校一般入試  〇 〇 × 〇 

11 金  
建国記念日 新入生採
寸 

     

12 土        

13 日        

14 月 ※   〇 〇 〇 〇 

15 火    〇 〇 〇 〇 

16 水 ※ 避難訓練 職員会議  〇 〇 〇 〇 

17 木    〇 〇 〇 〇 

18 金 ※   〇 〇 〇 〇 

19 土        

20 日        

21 月  都立高校一次試験  〇 〇 × 〇 

22 火  学年末考査(1,2)  × × × × 

23 水  天皇誕生日      

24 木  学年末考査   × × × × 

25 金 ※ 学年末考査  〇 〇 〇 × 

26 土        

27 日        

28 月    〇 〇 〇 × 

         

         

         

         

３
月
の
予
定 

1(火)保護者会(2) 都立高校一次発表 

3(木)保護者会(1) 4(金)専門委員会 

7(月)生徒朝会 9(水)都立二次試験 

10(木)～12(土)修学旅行(3) 14(月)振替休業(3) 

15(火)給食終(3) 17(木)卒業式準備  

18(金)卒業式 23(水)給食終（1,2) 

24(木)クリーンキャンペーンン 

25(金)修了式 

・※は放課後学習教室実施日です。16、25は英検2次対策を行います。 


